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県労連第2回幹事団交渉

現給保障は労使の確認事項！廃止提案は良好な労使関係を破壊する暴挙
年齢区切りでの賃金引下げは容認できない。臨任・非常勤・再任用職員の労働条件改善を！

県労連幹事団は10月28日、労務統括官との間で第2回幹事団交渉を行いました。（参照）
　加藤県労連議長は冒頭、「１日の支部代交渉で職場の声を聞いていただいた。人事委員会勧告・報告で出された民間調査に基づく公民較差については、一定受け止めざるを得ないが、当局が提案している較差を解消する手法については、これまでの賃金制度の根幹を揺るがす杜撰な内容だと言わざるを得ない。」と発言し、交渉に入りました。

次に、阿部事務局長から重点課題について、
☆基本賃金：働き方は変わらないのに年齢で区分して引下げる手法は容認できない。55歳超でも、民間賃金を上回る職員もいれば、下回る職員もいる。本来、公民較差は給料表で対応すべきであり、少なくとも級号給で考えるべきものだ。

☆現給保障：労使の信義則の問題である。05年の給与構造見直し時の労使合意を遵守すべきだ。

☆臨任・非常勤・再任用職員の療養休暇：有給化を強く求める。

☆臨任職員の雇用の空白期間：働き方や職場の仕事の内容と雇用に乖離がある。現状に立ち返って見直しを。

☆東日本大震災で明らかになった課題（迂回通勤時の実費弁償、退勤時の特別休暇、災害派遣者等の特殊勤務手当）：今期での解消を求める。

　これに対して労務統括官は、

●基本賃金について、第三者機関である人事委員会から、民間を上回る50歳代後半層の引下げが勧告されている。年齢での区切りは、本年4月から国や他県でも、働き方は変わっていないが、55歳超職員の1.5%削減が行われている。年齢での区切りが最も説明できる手法だが、さらに慎重に検討したい。
●定年延長について、定年延長を見据えた人事・給与制度については、今後話し合って行きたい。
●現給保障について、高齢層の賃金が民間を上回っていることから、人事委勧告で出された。2005年の交渉で決めたことだが、恒久的な制度ではない。人事委員会が勧告した以上、廃止したい。
●臨任・非常勤・再任用職員の療養休暇について、雇用期間に定めがあり、勤務時間も短いので困難。

●臨任職員の雇用の空白期間について、現在他県状況等を調査中である。

●迂回通勤時の実費弁償について、通勤手当として個別の対応は難しい。

●退勤時の特別休暇について、非常勤職員の年休状況も聞いたので、課題としては認識している。

●災害派遣者等の特殊勤務手当について、厳しい財政状況もあり、国に準じた措置は困難である。

最後に加藤議長は、「当局は、『職員のやる気、生きがい、働きやすさ』というが、提案や回答のどこにその内容があるのか全く見えない。その観点で考え直してほしい。現給保障について、『恒久的な制度ではない』というなら、なぜ6年前の交渉で期限を明確にしなかったのか？『新給料月額が、現給保障に追いつくまで給料は上がりません』といっていたはずだ。行政と義務教育でそれぞれ3割、高校では、6割を超える職員が現給保障者だ。その廃止は到底認められない。その他の課題について、次回具体的な回答を求める。」と発言しこの日の交渉を終了しました。

	項　目
	労務統括官当初回答
	11/4の県労連の主張

	基本賃金
	・人事委員会勧告を尊重し、給料表の改定は行わず、月例給を行政職（１）表の6級以上かつ56歳以上の職員を対象に、1％引き下げる。

・地域手当、期末・勤勉手当、調整額にも跳ね返らせる。

・実施時期は、2011年12月1日。
	・仕事が変わらず、同じ級なのに、年齢だけを理由に賃金が引き下げられることは、到底納得できない。

・55歳超でも、民間より賃金が高い職員もいれば、低い職員もいる。同一には扱えない。

・生涯賃金として捉えるべきだ。

	現給保障
	・廃止勧告を受け、平成24年4月から2分の1に削減し、平成25年4月から廃止する。
	・現給保障は、05年交渉での労使合意事項だ。これを廃止することは、これまでの労使関係を破壊するものであることを十分認識すべきだ。

・給与決定には「生計費原則もある。万単位の多額な引下げはありえない。

・現給保障者は、給与構造見直し後1度も昇格していない人が多い。エリートは終了している。地道に働いている人のモチベーションが下がる。

・現給保障者は中堅層に集中している。真面目にコツコツ働いてきた人だ。

・高校は50歳台が53％。学校運営の中心。2～3万円の廃止はあってはならない。

	特殊勤務手当
	・東日本大震災に伴う、特殊勤務手当の特例について、国では6月に制定し、福島第一原発20㎞警戒区域内での作業等について、3月11日に遡って特殊勤務手当が支給されている。

・本県にも対象者がいるが、厳しい財政事情もあり、国の取扱いに準じることは難しい。
	・警察も含めれば、対象者が相当数いることはわかるが、厳しい環境の中で働いてきた職員に対する対応はすべきだ。


	交通途絶時の迂回通勤の実費弁償
	・通勤手当の認定は、一定の期間の通勤に対して行っており、災害時等の個別の取り扱いはできない。
	・災害時でも、使命感を持って出勤する職員に対し、実費弁償することは当然だ。
・制度運用等の知恵を絞れ。

	災害時等の退庁時特別休暇
	・計画停電等に係る退勤時の特別休暇については課題として認識している。
	・災害時に出勤している職員が安心して働ける条件を整備すべきだ。

・年休の少ない非常勤職員等は、帰宅難民になるしかないのか。

・国では既に3月に整備している。

	休暇
	・休暇もコストである。

・忌引休暇について、国を上回る、配偶者の現行10日を7日に引き下げ、配偶者のおじ・おばを廃止したい。

・生理休暇の分割取得要求については、一般的に継続して与えれば足りる。
	・当局は「休暇はコストだ」というが、退勤時の特別休暇も、生理休暇の取得方法の改善も、忌引休暇もコスト増にはならない。

・そもそも、臨任・非常勤・再任用の療養休暇はどのくらい取得されているか。無給では取得できない。

・当事者にとって、配偶者の忌引休暇は10日でも足りない。やらなければならないことが多く、気持ちの整理をする時間も無い。必要な日数だ。

	非常勤等職員課題
	・非常勤報酬は、条例で常勤職員との均衡が定められており、初任給との均衡を図っている。

・臨任・非常勤、再任用職員の療養休暇の有給化の要求だが、雇用に定めがあり、勤務時間も短い形態もあり、難しい。
・臨任の雇用の空白期間については、現在他県状況を調査している。
	・臨任職員は何年働いても、経験が賃金に反映しない。原因の初号制限を廃止すべきだ。
・臨任・非常勤・再任用職員でも、病気はみな同じだ。ギリギリで働いている。働く環境を整備することは必要。

・年休が少なく、療養休暇が無給のため、熱があっても休めない臨任がいる。

・非常勤職員にも様々な仕事をしてもらっている。教えてもらうことも多い。30歳で上限という制度は変えるべきだ。

・県の臨任の雇用形態は脱法行為である。

・臨任職員の雇用の空白期間は、総務省も必要ないといっている。空白期間のせいで、年金や社会保険も手続きをしなければならない。解消すべきだ。

・インフルエンザになると、休んでもらわなければならない。今は無給で給料を減らされるか、年休しかない。

	パワハラ防止指針の策定
	・パワハラはあってはならないこと。職員行動指針にも入っている。
	・パワハラを行う者は、反論できない構図を作る。それが不祥事つながるケースもあった。早急に策定を。

・パワハラがメンタルの要因の一つだ。指針を作らないのは、何もしないのと一緒。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































